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江
戸
時
代
よ
り
庶
民
に
広
が
っ
た
と
言
わ
れ

る
「
七
五
三
詣
」
は
男
女
祝
児
三
歳
を
髪
置
、

男
児
五
歳
を
袴
着
、
ま
た
女
児
七
歳
を
帯
解
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
お
子
様
の
成
長
の
節
目
の
人
生

儀
礼
と
し
て
、
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に
神
社

へ
お
参
り
を
し
ま
す
。
昨
年
は
十
一
月
中
も
大

変
暖
か
く
、ま
た
天
候
に
恵
ま
れ
た
日
が
多
く
、

当
八
幡
宮
で
は
、
晴
れ
着
を
着
た
大
勢
の
可
愛

ら
し
い
祝
児
等
で
社
頭
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
御
社
殿
内
や
待
合
室
内
な
ど
は
、
密
集
密
接

を
回
避
す
る
た
め
に
お
入
り
い
た
だ
け
る
方
の

令
和
三
年
諸
行
事
ご
案
内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し
、感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
様
々
な
対
策
を
施
し
た
新
し
い
様

式
に
て
祭
事
等
の
行
事
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、こ

の
記
事
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。ま
た
現
在
で
は

未
定
の
部
分
も
多
々
あ
り
今
後
状
況
次
第
で
変
更
ま

た
は
中
止
と
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

節
分
祭…

…
…
…
…
…
…
…
…

二
月
二
日（
火
）

　
例
年
立
春
の
前
日
、節

分
の
日
に
神
前
に
て
ご

祈
祷
の
後
、神
楽
殿
に
移

動
し
て
豆
ま
き
神
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、本

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

神
楽
殿
舞
台
か
ら
の
豆

ま
き
を
実
施
し
な
い
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。神
事

ご
参
加
の
皆
様
に
は
疫

病
退
散
神
札
や
福
物
授
与
を
行
う
予
定
で
す
。年
男

年
女
の
皆
様
、ま
た
福
を
授
か
り
た
い
皆
様
、お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
十一回
一心
泣
き
相
撲「
亀ヶ池
場
所
」

…
…

四
月
十
八
日（
日
）

　
今
ま
で
は
五
月
開
催
が
多
か
っ
た
泣
き
相
撲
で
す

が
、今
年
は
四
月
開
幕
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。第
十
回

が
中
止
と
な
っ
た
だ
け
に
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
七
回 

稚
児
行
列…

…

六
月
二
十
七
日（
日
）

　
稚
児
行
列
は
穢
れ
の
な

い
神
霊
の
宿
り
や
す
い
幼
子

に
装
束
と
化
粧
を
施
し
、

神
様
の
力
を
頂
い
て
お
子

様
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
願

う
行
事
で
す
。昨
年
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
中

で
無
事
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
同
様
に
行
う
予
定
で
す
。

夏
越
大
祓
式
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
月
二
十
七
日（
日
）

　
昨
年
は
三
密
を
避
け

神
職
の
み
で
行
わ
れ
ま
し

た
。人
形
、大
祓
神
札
や

御
守
は
ご
郵
送
に
て
の
対

応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
年
度
も
同
様
と

す
る
予
定
で
す
が
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
て
い
れ
ば
例

年
の
通
り
皆
様
ご
参
列
に

て
斎
行
い
た
し
ま
す
。

例
大
祭…

…
…
…
…
…
…
…

九
月
十
七
日（
土
）

　
神
事
は
厳
粛
に
行
い
ま
す
が
、氏
子
崇
敬
者
の
方
に

ご
参
列
い
た
だ
け
る
か
、ま
た
神
賑
行
事
の
開
催
に
つ

い
て
は
未
定
で
す
。

人
数
に
上
限
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
七
五
三
無
事
成

長
祈
願
を
十
月
、
十
一
月
と
恙
無
く
、
斎
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。　10月30日、当八幡宮に相模原市内の宮司・神職が集まり

神宮大麻頒布式を斎行いたしました。神事は、神宮大麻が相
模原市内の各神社に頒布され、その後広く氏子崇敬者各ご
家庭に遍く行き届き、ご加護を得られまして氏子地域隆昌、
家内安全を祈念する意義のもと、毎年斎行されています。
　当八幡宮根岸信行宮司による祝詞奏上にて新年に向けて
神宮大麻、また神宮暦の頒布が始まる旨を大神様にお伝え
いたしました。
　その後、神前からお下げした神宮大麻は当八幡宮禰宜・
相模原支部根岸浩行支部長に代表して手渡されました。

厄 年 表令和3年
男　　性

前 厄 本 厄 後 厄

25才
平成9年生

26才
平成8年生

24才
平成10年生

女　　性
前 厄 本 厄 後 厄

19才
平成15年生

20才
平成14年生

18才
平成16年生

33才
平成元年生

34才
昭和63年生

32才
平成2年生

37才
昭和60年生

38才
昭和59年生

36才
昭和61年生

61才
昭和36年生

62才
昭和35年生

60才
昭和37年生

42才
昭和55年生

43才
昭和54年生

41才
昭和56年生

61才
昭和36年生

62才
昭和35年生

60才
昭和37年生

神宮大麻頒布式斎行
七
五
三
詣

お
子
様
の

健
や
か
な
成
長
を

神奈川県神社庁相模原支部

https://kamegaike. jp/

　神は広大無遍の御恵みを私共に垂れさせられている。神の御心を疑わない態度、ここに信仰に徹
した姿を見出すことが出来る。どんなことがあっても、神は見通しであり、正義の士には必ず神のお
恵みがある。決して疑ってはならないと西行が藤原定家に贈った書翰の一節である。親鸞上人も教行
信証の順序で、教えを受け、実行してみて、それが間違でない以上は信じて実行する以外にない、そ
のとき、その信仰は正しいものであったと実証される、としたものである。
　西行はもと佐藤義清といった。藤原秀郷の孫に当る。妻子を捨てて出家し、西行と名乗る。和歌に長じた。建久元年(1190)京都に歿した。
享年73。藤原定家は俊成の子、和歌の名手として名あり、新古今和歌集の撰者である。仁治2年(1241）に薨じた。享年80。世に京極中納言
と称せらる。小倉山に草堂を設け、そこで小倉山百人一首を選んだ。その日記に明月記がある。岡田米夫『神道百言』より

祈
り
只
管
に

神の御めぐみ、
疑い思召すべからず候
―西行・定家卿に贈る文―

うたが おぼしめ

おん
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令
和
三
年
の
新

玉
の
年
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
聖
寿

の
万
歳
を
寿
ぎ
、

皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
平
安
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
希
望
に
満
ち
た
昨
年
新
春
か
ら
打
っ
て
変
わ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
に

よ
り
、
国
民
待
望
の
東
京
五
輪
の
延
期
や
あ
ら

ゆ
る
行
事
が
縮
小
・
中
止
に
な
る
な
ど
、
日
本

人
の
生
活
様
式
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
一
人
ひ
と
り
は
コ
ロ
ナ
鎮
静
に

向
け
て
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
猛
威
は
未
だ
終
熄
が
見
え
ず
、
予
測
困
難
な

未
来
に
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
当
八
幡
宮
に
お
い
て
も
、
例
年
大
勢
の
参
加

が
あ
る
泣
き
相
撲
や
相
模
原
市
三
大
祭
の
一
つ

で
あ
る
上
溝
の
夏
祭
り
（
天
王
祭
）
が
中
止
と

な
り
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
参
列
者
を
招
い
て
盛

大
に
行
う
九
月
の
例
大
祭
も
崇
敬
者
の
参
列
を

ご
遠
慮
い
た
だ
き
、
神
職
総
代
世
話
人
の
み
で

斎
行
し
神
賑
行
事
は
見
合
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
来
よ
り
日
本
人
は
、
幾
度
と
な
く
自
然
災

害
や
疫
病
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
都
度
神
仏
に
祈

り
捧
げ
そ
の
お
力
・
御
神
威
を
い
た
だ
き
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
昔
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
ペ
ス
ト
の
流
行
が
時
代
を
変
え
た
よ
う

に
、
此
度
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
熄
し
た
時
に
は
新

し
い
時
代
が
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
。

　
神
職
は
祭
儀
の
厳
修
が
第
一
の
務
め
で
あ
り

「
ま
つ
り
」と
は
命
の
再
生
へ
の
真
摯
な「
祈
り
」

で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
神
徳
の
一
層
の
発

揚
を
願
い
日
々
ご
神
前
で
疫
病
消
除
を
祈
願
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
御
神
威
の
下
に
災
禍
が
鎮
ま
り
、
心
穏
や
か

な
私
た
ち
の
生
活
が
戻
る
時
を
念
じ
て
皆
様
と

共
に
新
し
き
年
の
希
望
を
祈
っ
て
参
り
た
く
存

じ
ま
す
。

　
去
る
七
月
二
十
七
日
、
亀
ヶ
池
八
幡
宮
本

殿
に
お
い
て
、
氏
子
総
代
・
世
話
人
参
列
の

も
と
、
八
坂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

お
祭
り
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
上
溝
の
夏

の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
、
お
神
輿
大
小

二
十
基
余
り
が
渡
御
す
る
上
溝
夏
祭
り
（
天

王
祭
）の
、本
祭
典
と
も
言
え
る
行
事
で
す
。

　
亀
ヶ
池
八
幡
宮
御
社
殿
の
扉
の
奥
に
は

三
つ
の
扉
が
あ
り
、
中
央
に
は
亀
ヶ
池
八
幡

大
神
様
が
鎮
座
さ
れ
て
い
て
、
向
か
っ
て
左

の
扉
に
は
八
坂
大
神
様
が
鎮
座
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
神
様
が
、
お
神
輿
に
奉
遷
さ

れ
町
内
を
練
り
歩
く
の
が
上
溝
夏
祭
り
で

す
。
昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定

年
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
り
、
お
神
輿
が
町

内
を
渡
御
す
る
神
幸
祭
は
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
御
神
前
で
の
祭
典
は
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
八
坂
祭
は
も
と

も
と
疫
病
退
散
の

お
祭
で
す
。
今
年

は
町
内
に
お
神
輿

を
担
ぐ
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
が
響
き

渡
り
ま
す
よ
う
に
。

　
新
手
水
舎
が
令
和
元
年
十
月
に
竣
功
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
も
と
の
手
水
舎
の
東
屋
は
移

築
し
ま
し
た
が
こ
の
度
、
令
和
二
年
九
月
、
東

屋
の
中
心
に
石
碑
を
建
立
し
改
め
て
「
神
宮
遥

拝
所
」
と
し
て
竣
功
し
た
こ
と
を
神
様
に
お
伝

え
す
る
竣
功
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
八
幡
宮
参
拝
の
折
に
は
こ
ち
ら
か
ら
伊
勢
の

神
宮
へ
も
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　年々参拝者が増加するなかで駐車場不足が最大
の懸案でありましたが、昨年10月末に鳥居前方30
メートル左側、当八幡宮南駐車場の向かいの所に
第三駐車場が完成し
修祓式が執り行われ
ました。向後、ご参
拝方々の利便性が一
層向上するものと思い
ます。

　夏の暑さも和らいできた９月19日午前11時、亀ヶ池八幡宮令和二
年例大祭が斎行されました。本年はコロナ禍のため、氏子総代・世
話人のみの参列にて執り行いました。
　祭典に先立ち、境内の祓所にて宮司以下、祭員・氏子総代・世話
人はお祓いを受けたのち、御社殿へ参進します。
　心配されていた天候も、曇天ではありましたが雨もなく祭典は滞
りなく行なうことが出来ました。
　神前での宮司による祝詞奏上では、この一年間のご加護に対す
る感謝と皇室の弥栄と氏子地域安寧、並びに隆昌のご祈願と共
に、新型コロナウイルスの収束・疫病除が祈念されました。
　その後、御社殿内にて長年世話人をお勤めされた方への感謝状
贈呈式等が行われ、式は恙無く終了いたしました。直会や番田神代
神楽奉納などの神賑行事はやむ無く中止となりました。

例大祭斎行

兼
務
神
社
め
ぐ
り
其
の
十

当
八
幡
宮
の
兼
務
神
社
を

順
次
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

日
枝
大
神

（
相
模
原
市
南
区
磯
部
五
〇
八
）

19

三
島
神
社

（
相
模
原
市
南
区
当
麻
七
二
四
）

20

　
四
ツ
谷
日
枝
大
神
の
創
建
年
代
等
は
不
詳
な
が

ら
、延
文
元
年（
一
三
五
六
）以
前
よ
り
下
磯
部
四

ツ
谷
地
区
の
鎮
守
と
し
て
大
山
咋
神（
お
お
や
ま

く
い
の
か
み
）と
い
う
山
の
神
様
を
お
祀
り
し
て

お
り
ま
す
。そ
の
総
本
山
は
滋
賀
県
の
日
吉
大
社

で
す
。

　
も
と
も
と
大
山
咋
神
様
は
滋
賀
県
の
比
叡
山
全

体
の
神
様
で
す
が
、後
に
比
叡
山
に
天
台
宗
の
総

本
山
で
あ
る
延
暦
寺
が
建
立
さ
れ
る
と
そ
の
守
護

神
と
し
て
祀
ら
れ
、山
王
大
権
現（
さ
ん
の
う
だ
い

ご
ん
げ
ん
）と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
為
、大
山
咋
神
様
の
別
名
を「
山
王（
さ
ん

の
う
）様
」と
か「
ひ
え
大
神
」と
呼
ん
だ
り
し
て

い
た
そ
う
で
す
。地
元
四
ツ
谷
の
人
々
は
昔
か
ら

日
枝
大
神
で
は
な
く
山
王
様
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
お
お
や
ま
く
い
」と
い
う
名
前
は「
大
き
な
山

の
杭
＝
山
全
体
を
支
配
す
る
」
と
い
う
意
味
と

「
山
々
の
樹
木
や
田
畑
の
成
長
を
促
す
」と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
の
意
味
に
し
て
も
、山
の

壮
大
な
パ
ワ
ー
を
そ
の
御
神
徳
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
　
ま
た
、大
山
咋
神
様
は
稲
の
稔
り
の
神
様
と
水

の
神
様
の
子
供
で
す
の
で
、五
穀
豊
穣
の
御
神
徳

も
併
せ
持
っ
て
い
る
神
様
で
あ
り
ま
す
。

　
四
ツ
谷
地
区
周
辺
に
は
田
畑
が
広
が
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、農
作
物
の
稔
り
は
重
要
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　
文
久
元
年（
一
八
六
一
）八
月
二
十
一
日
に
社
殿

を
再
建
し
、慶
応
元
年（
一
八
六
五
）年
九
月
、社

殿
の
改
築
を
行
い
、更
に
明
治
三
十
年
九
月
に
は

社
殿
の
修
理
、大
正
十
五
年
十
月
十
二
日
、社
殿
を

改
築
し
屋
根
の
草
葺
を
亜
鉛
板
葺
と
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
日
幡
、幡
棹
を
新
調
、

同
年
五
月
社
殿
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。幡
棹
は
祭
礼
の
前
に
氏
子
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
棹
立
て
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、高
齢
化

と
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
二
十
四
年
六

月
、安
全
簡
易
に
掲
げ
ら
れ
る
ス
チ
ー
ル
ポ
ー
ル

に
な
り
、二
十
五
年
四
月
に
幡
も
新
調
し
ま
し
た
。

【
年
中
行
事
】一
月…

元
旦
式
、四
月…

例
大
祭

（
齋
藤
満
総
代
長
寄
稿
）

　
当
麻
・
芹
沢
地
区
の
、木
々
に
囲
ま
れ
湧
水
の
流

れ
る
静
閑
な
土
地
に
三
島
神
社
は
鎮
座
し
て
い
る
。

　
境
内
の
由
緒
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
　
『
三
嶋
家
二
十
八
代
の
主
河
野
四
郎
通
信
は
源
義

經
の
幕
下
に
し
て
平
家
討
伐
の
功
に
よ
り
伊
豫
国

七
郡
の
守
護
職
に
任
ぜ
ら
れ
併
せ
て
阿
洲
久
米
郡

を
も
併
職
せ
ら
れ
た
が
其
の
後
奥
洲
征
伐
の
時
勳

功
等
に
よ
り
梶
原
景
時
な
ど
と
意
見
相
容
れ
ず
し

て
奥
洲
平
泉
に
配
流
さ
れ
た（
河
野
通
信
は
時
宗

開
祖
智
眞
坊
隨
縁（
後
の
一
遍
上
人
）の
祖
父
に
あ

た
る
）

　
此
の
時
通
信
の
一
族
河
野
太
郎
冠
者
な
る
通
信

の
一
子
を
擁
し
て
當
地
に
隠
れ
住
む
故
に
一
遍
上

人
は
縁
り
深
き
當
地
に
巡
錫
せ
ら
れ
時
宗
本
山
當

麻
山
無
量
光
寺
の
東
南
清
泉
湧
出
せ
る
清
浄
な
る

地
に
一
社
を
建
て
三
嶋
大
權
現
を
祀
る
現
在
の
地

で
あ
る
毎
年
例
祭
に
は
無
量
光
寺
住
職
祭
典
に
列

し
讀
經
せ
ら
れ
る
』

　
境
内
脇
に
は
、稲
荷
神
社
・
お
不
動
様
・
秋
葉
山

石
塔
・
地
神
の
石
塔
が
並
ぶ
。

　
三
島
神
社
の
祠
は
芹
沢
自
治
会
館
の
建
物
内
に

祀
ら
れ
て
い
る
。宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
建
造

さ
れ
、当
時
の
ま
ま
に
現
存
す
る
そ
の
本
殿
は
見

世
棚
造
の
特
徴
を
持
ち
、相
模
原
で
は
二
例
の
み

と
さ
れ
る
希
少
な
も
の
で
あ
る
。

　
毎
年
の
例
大
祭
で
は
社
殿
が
開
扉
さ
れ
、「
ミ
ヤ

ザ
シ
キ
」（
祭
祀
及
び
直
会
）と「
ハ
チ
ア
ラ
イ
」（
後

片
付
け
）が
二
日
間
に
亘
り
執
り
行
わ
れ
る
。

　
祭
は
別
名「
ナ
マ
ス
マ
チ
」（「
膾
祭
」の
意
）と

も
呼
ば
れ
、食
に
関
す
る
民
俗
行
事
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
。「
ナ
マ
ス
」は
大
根
を
薄
い
千
切

り
と
し
酢
と
砂
糖
で
味
付
け
し
た
も
の
で
、「
ナ
マ

ス
の
コ
」と
呼
ば
れ
る
鮪
の
ブ
ツ
切
り
を
二
切
れ

乗
せ
て
盛
付
け
ら
れ
る
。砂
糖
と
醤
油
の
み
で
味

付
け
さ
れ
た
鯖
の
煮

付
・
大
根
と
里
芋
の
煮

付
が
併
せ
て
添
え
ら

れ
る
。箸
と
し
て
、手

で
触
れ
る
部
分
に
袴

を
残
し
た
篠
竹
が
使

わ
れ
る
。

　
直
会
の
席
で
は
、新

旧
の
神
社
年
番
に
よ

る
三
々
九
度
の
盃
を

以
て
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
る
。

　
歴
史
の
深
い
三
島

神
社
と
奇
習「
ナ
マ
ス

マ
チ
」は
、こ
れ
か
ら

先
も
永
く
伝
承
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。

（
清
水
敏
守
総
代
長
寄
稿
）

神
宮
遥
拝
所
竣
功

亀ヶ池八幡宮

八
坂
祭
斎
行

亀
ヶ
池
八
幡
宮

第三駐車場完成修祓式

令和二年


